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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7908 3,8148 0,63% -0,91% 3,6374 4,1217

対円 JPY 28,65 28,54 -0,38% 1,81% 30,08 26,68

対ユーロ BRL 4,2295 4,2221 -0,17% -3,54% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 108,61 108,78 0,16% 0,86% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 121,15 120,47 -0,56% -1,79% 118,71 127,50

Index 102.933 101.812 -1,09% 0,84% 106.650 87.536

bps 126,40 127,20 0,63% -15,43% 209,52 124,06

% 7,20 7,23 0,42% -2,98% 9,34 7,18

% 5,56 5,62 0,99% -6,10% 6,69 5,56

% 2,25313 2,26563 0,55% -2,34% 2,8039 2,2531

Index 178,34 178,53 0,11% -1,39% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日FOMCでは１０年半ぶりに０．２５％の利下げを行い、８月１日で米国債などの保有資産を減らす量的な引
き締めを終了させることを決定した。世界経済の先行き不透明感とインフレ圧力が抑制されていることを考慮し、
２％のインフレ維持のために追加の利下げの可能性も示唆した。パウエルFRB議長の会見では、「今回の決定
は景気サイクルの途中の調整であり、一連の利下げの始まりではない」とコメントしており、景気の弱さを印象
付けさせない一方で、利下げの打ち止め感が出ないように配慮された決定だといえる。今回の決定を受けて、
米国金利は上昇、ドルインデックスはドル高に進行、同時にドルレアルも３．８１を超えてレアル安となった。ボ
ベスパ指数もFRBの決定を受けて下落となり、米国株式と同様の動きを辿っている。COPOMではSelicを０．
５％利下げし、政策金利を６．０％に設定した。ブラジル中央銀行は年金改革や税制改革などの進展を条件と
しながらも、経済の活性化を図る目的として更なる利下げの可能性も示唆している。
今回の両中央銀行の決定を受け、米国とブラジルの金利差縮小によりドル高レアル安への進行も予想される
が、２００日移動平均の３．８３近辺が心理的な抵抗線とみている。更に議会休会明けで年金改革法案の進展
にも再度注目が集まりやすくなるため、一方的なレアル安の牽制となると予想する。

中長期の見通し： 予想レンジ 今年後半 ３．６０－４．１０ 今後一年 ３．５０－４．００


